
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～５年 水俣に学ぶ肥後っ子教室、集団宿泊教室～ 

～竜北西部小児童の「学力」、「生きる力」の現状は？～

 

 

 
 
 

 
 

 令和８年度 竜北西部小学校 第６号 

       文責 校長 山﨑 知博 

学校ＨＰ https://es.higo.ed.jp/ryuhokuw/ 

【随時更新中です。是非ご覧下さい！】 

学校教育目標 自分・相手・まわりを大切にし、一人一人が輝く 竜西っ子～ふるさとを愛し、多くの人から応援してもらえる児童の育成～ 

 

２学期が始まって３週間ほどたちました。熊本地震の影響で予定より１週間遅れての

２学期開始となりましたが、学校は少しずつ日常の姿に戻りつつあります。 

 ９／１（火）の始業式は、体育館で実施することができました。目の前にいる全校児

童の顔を見て、「会えてよかった！」と思いました。心からうれしくなりました。 

校長講話では、熊本地震発災後の学校の状況や全国からいただいた多くの支援等につ

いて、児童に伝えました。そして、「まだ学校生活に不安な面があるかもしれません。

でも、本校の３つの合言葉である『自分を大切にする』『相手を大切にする』『まわりを

大切にする』をしっかり意識して生活できる児童のみなさんだから、大丈夫です。」と

話しました。 

この２学期も、児童のみなさん一人一人が、そして、クラス全体、学校全体が、さら

に大きく成長できることを願っています。 

 

 毎年４月に小学６年生と中学３年生を対象に実施されている全国学

力・学習状況調査の本年度の結果について、その概要と今後の対策につ

いてお知らせします。 

まず、教科の調査について、今年度は国語、算数（中学校では数学）

で実施されましたが、本校６年生は、 

①全国平均との比較 ・・・ 国語、算数ともに上回る 

 ②県平均との比較  ・・・ 国語、算数ともに上回る 

という結果でした。国語、算数ともに、全国平均を２ポイント以上、県

平均を４ポイント以上上回っており、これまでの学習内容がしっかりと

定着できていることが確認できました。また、詳細な分析の結果、以下

の点について今後対策が必要であることが分かりました。 

 

２学期始業式の様子 

 

次に、児童質問調査については、自己有用感等（学校に行くのが楽し

い、友達関係に満足している）や学習習慣（授業以外での、１日当たり

の勉強時間）、ＩＣＴ機器の活用（授業でタブレット等を使用している回

数）、教科の理解度等（英語の勉強は得意である）、などの項目で、ある

程度成果が見られました。（※グラフ参照）しかし、授業における主体

的・対話的で深い学び（課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取

り組む、など）に関する項目では、また課題が見られる状況でした。 

 今後も学校教育目標の具現化を目指し、児童一人一人を大切にした学

校教育の推進を通して、「学力」そして「生きる力」を育成していきます。

また、本調査結果に基づき、課題が見られた内容等についてさらなる指

導方法の工夫・改善に努めてまいります。 
1当てはまる 2どちらかといえば、当てはまる

3どちらかといえば、当てはまらない 4当てはまらない

９／１５（火）１６（水）の２日間、５年生２６名全員の参加のもと、

水俣に学ぶ肥後っ子教室・集団宿泊教室を実施しました。水俣市の熊本

県環境センターや水俣病資料館、芦北町のあしきた青少年の家を訪れ、

様々な講話や体験を通して多くのことを学ぶことができました。 

ＳＤＧｓについての学習を通して、未来の地球環境を守るために何が

できるのかを考えました。水俣病資料館の展示物から水俣市や水俣病の

歴史について学ぶとともに、語り部の方から話を聴いて水俣病について

正しく理解することができました。また、あしきた青少年の家でのペー

ロン船活動を通じて、仲間と心を一つにして取り組むことの大切さを学

びました。 

この 2 日間、天候にも恵まれ、非常に有意義な学びや体験を行うこと

ができました。 

思い出に残る、大変有意義な水俣に学ぶ肥後っ子教室・集団宿泊教室

にすることができました。 

【国語】・「書くこと」「話すこと・聞くこと」「短答式」の問題 

【算数】・「選択式」の問題 

水俣病資料館前で 

 

ペーロン船活動 

 

https://es.higo.ed.jp/ryuhokuw/

